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第
二
節
第
二
次
海
軍
伝
習
と
岡
部
駿
河
守
　
幕
府
は
オ
ラ
ン
ダ
人
の
指
導
に
よ
る
長
崎
に
お
け
る
海
軍
伝
習
の
成
果
を
一
日
も
早
く
得
た
い
と
考
え
、
且
つ
主
と
し
て
経
済
的
制
約
は
オ
ラ
ン
ダ
人
教
師
た
ち
を
い
つ
ま
で
も
守
り
続
け
る
余
裕
を
持
ち
合
わ
せ
な
か
っ
た
。
安
政
四
年
一
月
六
日
（
一
八
五
七
年
二
月
三
十
一
日
）
、
永
井
尚
志
は
ペ
ル
不
．
ラ
イ
ケ
ソ
に
対
し
て
、
陽
暦
三
月
ま
で
に
観
光
丸
を
目
本
人
学
生
の
み
に
よ
っ
て
運
航
さ
せ
、
江
戸
に
廻
航
す
べ
く
、
学
業
未
だ
充
分
で
な
い
学
生
は
派
遣
隊
教
師
の
教
育
が
継
続
で
き
る
期
間
、
長
崎
に
在
留
せ
し
む
べ
き
も
の
と
し
、
そ
の
数
は
直
ち
に
江
戸
よ
り
補
充
増
加
す
る
し
、
永
井
尚
志
は
江
戸
帰
着
後
、
折
返
し
長
崎
に
帰
任
す
べ
き
意
志
が
あ
る
こ
と
を
告
げ
、
更
に
安
政
四
年
（
一
八
五
七
年
）
後
半
期
に
は
学
生
若
干
名
を
同
伴
し
て
ジ
ャ
ワ
に
赴
き
、
更
に
又
、
オ
ラ
ン
ダ
に
も
留
学
し
た
い
意
向
を
伝
え
た
。
ペ
ル
ス
．
ラ
イ
ケ
ン
は
、
こ
の
永
井
尚
志
の
意
向
に
対
し
、
江
戸
へ
の
日
本
人
単
独
航
海
が
ま
だ
危
険
で
あ
る
こ
と
、
従
来
の
伝
習
生
中
、
学
業
が
あ
る
程
度
進
　
　
　
　
第
二
章
　
長
崎
医
学
の
基
礎
ん
だ
学
生
で
も
尚
不
充
分
な
の
で
、
学
業
の
中
途
で
江
戸
に
帰
航
さ
せ
る
の
は
得
策
で
な
い
こ
と
等
を
極
力
説
明
し
、
そ
の
中
止
を
奨
め
た
が
、
永
井
尚
志
の
江
戸
参
府
後
も
幕
府
の
意
向
は
変
ら
ず
、
こ
の
忠
告
を
拒
絶
し
、
同
年
三
月
四
日
（
陽
暦
三
月
二
十
九
日
）
、
矢
田
堀
景
蔵
は
観
光
丸
を
提
督
し
、
永
井
尚
志
及
び
学
生
百
五
名
を
率
い
て
長
崎
を
出
航
し
、
途
中
、
二
十
三
日
間
を
費
し
て
江
戸
に
安
着
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
に
よ
っ
て
江
戸
の
海
軍
操
練
所
が
開
設
さ
れ
た
。
　
安
政
二
年
の
海
軍
伝
習
が
創
設
さ
れ
て
一
年
も
経
な
い
頃
（
一
八
五
六
年
初
）
、
幕
府
は
オ
ラ
ン
ダ
に
対
し
、
引
続
き
第
二
次
海
軍
伝
習
派
遣
隊
の
選
抜
を
依
頼
し
た
の
で
、
．
オ
ラ
ン
ダ
本
国
で
は
こ
れ
に
応
じ
て
ペ
ル
ス
・
ラ
イ
ケ
ン
等
と
交
代
さ
せ
る
べ
き
新
派
遣
隊
を
準
備
し
て
い
た
。
そ
し
て
ハ
イ
セ
ン
・
フ
ァ
ン
・
カ
ッ
テ
ン
ダ
イ
ケ
＝
巳
冨
器
b
＜
彗
訳
讐
冨
包
二
犀
Φ
を
隊
長
と
し
、
ト
ロ
ー
エ
ン
、
ハ
ル
デ
ス
、
ウ
ィ
ッ
ヘ
ル
ス
、
ポ
ン
ペ
、
ウ
ム
フ
ロ
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第
二
節
　
第
二
次
海
軍
伝
習
と
岡
部
駿
河
守
ー
ベ
等
三
十
七
名
の
隊
員
を
決
定
し
た
。
且
つ
、
か
ね
て
幕
府
の
依
頼
に
よ
り
オ
ラ
ン
ダ
政
府
に
対
し
て
発
注
し
て
い
た
新
建
造
艦
ヤ
パ
ン
号
冒
℃
彗
が
カ
ン
デ
ル
ク
（
カ
ン
デ
ル
ダ
ィ
ク
）
造
船
所
で
一
八
五
六
年
に
進
水
し
た
の
で
、
そ
の
回
航
を
待
ち
、
安
政
四
年
三
月
一
日
（
一
八
五
七
年
三
月
二
十
六
日
）
、
　
・
ッ
テ
ル
ダ
ム
を
出
航
し
た
。
カ
ッ
テ
ン
ダ
イ
ヶ
を
隊
長
と
す
る
第
二
次
海
軍
伝
習
派
遣
隊
は
こ
の
新
造
艦
に
搭
乗
し
て
長
崎
へ
向
っ
た
の
で
あ
る
。
航
海
中
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
首
府
リ
ス
ボ
ン
、
南
ア
フ
リ
カ
の
喜
望
峰
、
ジ
ャ
ワ
の
パ
タ
ビ
ア
、
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ソ
の
マ
ニ
ラ
に
寄
港
し
、
安
政
四
年
八
月
四
日
（
陽
暦
九
月
二
十
一
日
）
夕
刻
、
長
崎
港
外
高
鉾
島
附
近
に
碇
泊
し
、
翌
日
、
出
島
に
上
陸
し
た
。
長
崎
奉
行
所
で
は
直
ち
に
ヤ
パ
ソ
号
を
受
取
り
、
威
臨
丸
と
命
名
し
た
。
　
こ
れ
よ
り
先
、
幕
府
は
、
御
目
付
岡
部
駿
河
守
長
常
を
、
浅
野
一
学
と
交
替
の
た
め
、
派
遣
す
る
旨
を
長
崎
奉
行
所
に
伝
え
た
。
そ
こ
で
、
長
崎
奉
行
所
は
手
附
に
対
し
、
そ
の
旨
を
伝
え
、
支
配
の
者
に
も
こ
の
こ
と
を
申
聞
か
せ
る
よ
う
に
達
し
た
。
そ
の
支
配
向
は
、
御
徒
目
付
中
台
信
太
郎
、
小
田
切
鋼
一
郎
、
御
小
人
目
付
高
松
彦
三
郎
、
東
浦
鏡
次
郎
、
小
川
佐
左
衛
門
、
藤
田
幸
蔵
の
六
名
で
あ
る
が
、
時
に
安
政
三
年
三
月
五
日
（
一
八
五
六
年
四
月
九
日
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
岡
部
駿
河
守
が
そ
の
支
配
向
を
伴
っ
て
江
戸
を
出
発
し
、
長
崎
へ
向
っ
た
の
は
同
年
二
月
二
十
六
日
（
陽
暦
四
月
一
日
）
で
、
そ
の
こ
と
が
長
崎
に
達
せ
ら
れ
た
の
は
三
月
十
三
日
（
陽
暦
四
月
十
七
日
）
で
あ
っ
た
。
長
崎
に
到
着
し
た
岡
部
駿
河
守
と
御
目
付
浅
野
一
学
は
事
務
引
継
を
終
り
、
浅
野
一
学
は
四
月
十
六
日
か
ら
程
遠
か
ら
ず
し
て
長
崎
を
発
足
し
た
。
そ
し
て
七
月
二
十
五
日
に
は
長
崎
奉
行
荒
尾
石
見
守
が
江
戸
を
出
発
し
、
九
月
六
日
（
陽
暦
十
月
七
日
）
頃
に
は
、
長
崎
に
到
着
の
予
定
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
間
、
八
月
三
日
（
陽
暦
九
月
一
日
）
に
は
長
崎
奉
行
所
は
手
附
に
対
し
、
こ
の
こ
と
を
西
役
所
改
築
の
件
と
共
に
達
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
安
政
四
年
二
月
二
十
四
日
（
一
八
五
七
年
三
月
十
九
日
）
、
御
目
付
木
村
図
書
（
後
の
芥
舟
）
が
岡
部
駿
河
守
の
交
替
と
し
て
そ
の
支
配
向
を
随
え
て
江
戸
を
発
し
、
長
崎
に
向
っ
た
が
、
木
村
図
書
の
支
配
向
は
御
徒
目
付
横
山
為
次
郎
、
飯
田
孫
三
郎
、
御
小
人
目
付
前
田
右
太
郎
、
中
川
鉄
助
、
三
浦
龍
次
郎
、
宮
崎
覚
三
郎
で
あ
っ
た
。
次
い
で
、
同
年
三
月
朔
日
、
恰
も
ポ
ン
ペ
等
が
カ
ッ
テ
ン
ダ
イ
ケ
の
引
率
に
よ
っ
て
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
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の
港
を
出
帆
し
た
一
八
五
七
年
三
月
二
十
六
日
、
岡
部
駿
河
守
は
岩
原
屋
敷
に
お
い
て
、
当
分
の
間
、
海
軍
伝
習
関
係
の
事
務
を
兼
帯
し
て
取
扱
う
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
先
に
、
江
戸
に
帰
府
し
た
永
井
尚
志
が
、
帰
府
後
、
航
海
学
そ
の
他
の
稽
古
と
共
に
こ
れ
ま
で
の
通
り
、
長
崎
奉
行
所
西
役
所
に
お
い
て
引
続
き
伝
習
が
継
続
さ
れ
る
旨
、
長
崎
奉
行
所
に
報
じ
た
際
、
岡
部
駿
河
守
の
事
務
取
扱
に
つ
い
て
も
申
越
し
た
の
で
、
奉
行
所
で
は
手
附
に
対
し
て
こ
の
こ
と
を
愛
た
の
墓
る
．
（
「
議
政
舞
鯖
文
揖
事
務
簿
、
手
頭
留
、
荒
尾
石
見
守
二
在
勤
、
目
安
方
」
）
　
こ
う
し
て
、
長
崎
に
お
け
る
海
軍
伝
習
の
変
遷
が
奉
行
所
内
の
事
務
引
継
に
ま
で
及
ん
だ
の
も
、
オ
ラ
ン
ダ
よ
り
渡
来
す
る
第
二
次
海
軍
伝
習
隊
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
で
あ
っ
た
が
、
長
崎
に
お
け
る
海
軍
伝
習
の
継
続
に
つ
い
て
は
、
甚
し
い
混
乱
を
生
じ
た
。
先
に
記
し
た
よ
う
に
、
ペ
ル
ス
．
ラ
イ
ケ
ン
の
拒
絶
に
も
拘
ら
ず
、
観
光
丸
を
強
硬
に
長
崎
か
ら
引
挙
げ
て
行
っ
た
幕
府
は
、
安
政
二
年
の
海
軍
伝
習
開
始
以
来
、
引
続
き
残
留
す
る
勝
麟
太
郎
を
姶
め
、
中
島
三
郎
助
、
望
月
大
象
、
春
山
弁
蔵
、
飯
田
敬
之
助
等
の
他
、
安
政
三
年
（
一
八
五
六
年
）
に
新
し
く
参
加
し
た
も
の
の
学
修
を
　
　
　
第
二
章
　
長
崎
医
学
の
基
礎
続
け
る
こ
と
を
定
め
、
且
つ
、
四
月
七
日
（
陽
暦
五
月
十
日
）
に
は
、
長
崎
奉
行
所
は
、
手
附
に
対
し
て
、
御
役
所
附
牧
権
六
郎
、
近
藤
叉
兵
衛
、
溝
江
良
太
夫
、
池
嶋
豊
之
助
、
御
役
所
附
助
山
下
得
三
、
津
田
辰
次
郎
、
松
下
平
左
衛
門
、
松
下
秀
作
、
同
見
習
横
山
森
之
助
、
竹
内
清
一
郎
、
遠
見
番
嘉
悦
平
兵
衛
、
吉
村
彦
之
進
、
鬼
塚
辰
之
助
、
同
見
習
戸
田
季
吉
、
戸
瀬
栄
之
助
、
遠
見
番
触
頭
善
之
助
二
男
今
井
守
衛
、
唐
人
番
筆
頭
吉
田
鶴
次
郎
、
唐
人
番
磯
部
春
平
、
今
田
平
二
郎
、
松
浦
東
一
、
加
藤
雄
次
郎
、
同
見
習
松
江
精
一
、
船
番
筆
頭
矢
野
熊
三
郎
、
三
原
為
三
郎
、
船
番
江
崎
豊
松
、
三
浦
亀
五
郎
、
江
崎
幸
之
助
、
成
田
辰
三
郎
、
松
下
光
三
郎
、
同
見
習
野
口
常
七
郎
、
久
保
山
猪
作
、
野
田
耕
之
進
、
福
田
新
十
郎
、
米
原
清
次
、
諸
熊
五
三
郎
、
村
井
金
之
助
、
吉
田
喜
助
、
加
藤
淳
之
助
、
町
司
野
口
太
喜
馬
、
藤
川
三
次
郎
、
種
田
尭
之
助
、
吉
村
甚
兵
衛
、
伴
直
七
郎
、
吉
村
重
大
夫
、
猪
岡
市
十
郎
、
同
見
習
池
嶋
秀
十
郎
、
太
田
郡
蔵
、
尾
上
与
一
郎
、
塚
原
英
次
郎
、
上
原
八
十
松
、
野
村
栄
次
、
中
山
慎
吾
、
井
原
繁
十
郎
、
牧
権
造
、
町
司
定
乗
友
之
進
弟
杉
山
徳
三
郎
等
五
十
五
人
を
西
役
所
及
び
稲
佐
に
お
け
る
海
軍
伝
習
に
参
加
さ
せ
、
そ
の
学
修
に
差
支
が
な
い
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第
二
節
・
　
第
二
次
海
軍
伝
習
と
岡
部
駿
河
守
よ
う
取
計
う
べ
き
旨
を
伝
え
、
且
つ
用
件
の
隙
を
見
計
η
て
、
オ
，
ラ
ン
ダ
人
た
ち
か
ら
伝
習
を
受
け
る
べ
く
、
諸
事
心
得
方
な
ど
は
西
役
所
に
お
い
て
申
渡
す
こ
と
に
な
っ
た
。
叉
、
九
日
（
陽
暦
五
、
月
十
二
日
）
、
御
目
付
木
村
図
書
は
そ
の
麦
配
向
を
従
え
、
長
崎
に
着
く
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
奉
行
所
は
手
附
に
対
－
し
で
四
月
七
眉
（
陽
暦
五
月
十
目
）
付
で
達
し
て
い
る
。
木
村
図
書
の
来
任
に
よ
っ
て
、
御
目
付
の
仕
事
と
伝
習
関
係
の
事
務
取
扱
を
行
っ
て
い
た
岡
部
駿
河
守
は
四
月
二
十
日
（
陽
暦
五
月
二
十
三
日
）
に
至
り
、
伝
習
御
用
と
な
っ
て
伝
習
に
関
す
る
事
務
の
み
に
専
念
し
、
従
来
、
岩
原
屋
敷
で
事
務
を
と
っ
て
い
た
岡
部
駿
河
守
は
そ
の
支
配
向
を
召
連
れ
て
、
長
崎
奉
行
所
西
御
役
所
に
引
移
っ
た
旨
を
長
崎
奉
行
所
に
通
達
し
た
の
で
、
奉
行
所
で
は
手
附
に
対
し
て
そ
れ
を
達
し
、
支
配
の
も
の
に
も
申
渡
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
た
。
そ
し
て
五
月
二
日
（
陽
暦
六
月
四
日
）
に
は
奉
行
所
は
財
政
上
、
海
軍
伝
習
生
等
の
緊
縮
を
要
す
る
旨
を
伝
え
、
手
附
、
会
所
調
役
、
年
番
町
年
寄
に
そ
の
取
締
方
を
命
じ
た
。
（
「
従
安
政
四
年
至
同
五
年
、
手
頭
留
、
荒
尾
石
見
守
二
在
勤
、
公
事
方
」
）
巳
五
月
二
日
（
朱
）
手
　
附
　
江
　
一
昨
年
来
阿
蘭
陀
人
共
み
航
海
学
其
外
諸
般
之
業
前
伝
授
相
受
候
様
専
　
御
世
話
在
之
候
二
付
諸
家
み
も
願
立
之
上
家
来
共
出
崎
い
た
し
多
人
数
　
二
お
よ
ひ
候
而
も
有
之
候
間
当
地
逗
留
中
之
諸
雑
費
其
外
彼
是
之
入
用
　
も
不
容
易
趣
二
相
聞
候
得
共
畢
寛
御
趣
意
之
次
第
厚
相
心
得
候
よ
り
多
　
少
之
入
費
を
も
不
厭
夫
々
出
崎
為
致
候
儀
二
有
之
附
而
者
其
筋
取
扱
候
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ヤ
　
通
詞
共
を
初
当
地
地
役
人
共
お
ひ
而
も
当
今
之
事
情
相
弁
江
御
取
締
筋
　
二
不
差
響
儀
者
可
成
丈
簡
易
二
取
扱
手
軽
二
稽
古
出
来
候
様
差
斗
可
申
　
筈
之
処
漸
々
心
得
違
之
も
の
も
有
之
諸
家
伝
習
人
蘭
館
出
入
等
い
た
し
　
候
二
付
而
者
其
筋
々
携
り
候
地
役
人
共
内
々
謝
儀
ホ
受
納
い
た
し
末
々
　
之
も
の
二
到
候
而
者
ね
た
り
ケ
間
敷
儀
申
出
候
輩
も
有
之
趣
殊
二
通
詞
　
マ
ヤ
　
共
お
ゐ
て
ハ
新
規
出
崎
伝
習
人
有
之
節
者
近
付
キ
持
唱
江
遊
女
町
於
而
　
振
舞
等
為
致
候
様
之
儀
有
之
哉
二
相
聞
以
之
外
之
事
二
候
得
共
是
迄
之
　
儀
ハ
格
別
之
存
寄
を
以
不
及
沙
汰
候
問
向
後
銘
々
厚
ク
相
心
得
諸
事
信
　
切
二
世
話
い
た
し
不
都
合
之
筋
至
之
様
取
斗
可
申
萬
一
此
後
如
何
敷
儀
　
ホ
有
之
二
お
ゐ
て
ハ
其
品
二
寄
吟
味
之
上
厳
重
可
及
沙
汰
候
条
兼
而
其
　
旨
可
存
候
尤
右
之
趣
者
諸
家
々
来
江
も
申
達
置
候
．
右
之
通
会
所
調
役
年
番
町
年
寄
江
串
渡
候
間
得
其
意
支
配
之
も
の
江
も
　
可
申
渡
置
候
　
　
‘
巳
　
五
　
月
、
　
こ
の
緊
縮
令
通
達
後
、
五
月
十
八
日
（
陽
暦
六
月
二
十
日
）
幕
府
は
諸
藩
か
ら
願
出
て
い
た
海
軍
伝
習
に
関
し
、
オ
ラ
ン
ダ
人
の
海
軍
伝
習
を
受
け
る
際
、
才
ラ
シ
ダ
人
教
官
に
諸
藩
の
家
来
を
引
一32一
合
せ
る
関
係
が
な
い
よ
う
に
す
る
べ
き
こ
と
は
勿
論
矯
あ
る
が
、
、
．
通
詞
そ
の
他
で
、
こ
の
関
係
に
拷
っ
て
い
る
者
に
は
私
の
贈
答
や
飲
食
の
振
舞
な
ど
も
あ
っ
て
は
以
て
の
外
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
．
今
後
は
す
べ
て
不
取
締
の
こ
と
が
あ
れ
ば
、
伝
習
を
止
め
て
了
う
べ
き
で
、
当
時
伝
習
を
受
け
て
い
る
諸
藩
の
家
来
井
び
に
通
詞
に
も
厳
し
く
申
渡
す
べ
き
で
あ
る
と
長
崎
奉
行
所
に
沙
汰
し
た
の
で
、
奉
行
所
で
は
こ
の
旨
を
述
べ
た
後
、
今
後
は
少
し
で
も
不
都
合
が
な
い
よ
う
心
懸
け
て
い
る
べ
き
で
、
こ
の
趣
旨
は
諸
藩
の
家
来
に
も
達
し
て
置
く
旨
を
附
加
え
て
手
附
、
会
所
調
役
、
年
番
、
町
年
寄
に
達
し
、
支
配
の
者
に
も
伝
え
し
め
た
。
こ
の
よ
う
に
、
海
軍
伝
習
継
続
に
当
っ
て
は
充
分
な
注
意
が
払
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
又
、
こ
の
十
八
日
に
は
、
伊
沢
謹
吾
と
望
月
大
象
が
病
気
に
蹴
ウ
た
の
で
、
出
島
の
外
科
治
療
を
受
け
た
い
と
申
出
、
今
後
も
時
々
ヒ
リ
ニ
人
が
出
島
に
赴
き
、
且
つ
そ
の
家
来
が
薬
品
を
貰
請
け
に
通
詞
部
屋
に
派
遣
さ
れ
る
こ
と
を
承
認
さ
れ
た
い
旨
を
奉
行
所
に
願
出
た
の
で
、
奉
行
所
は
こ
れ
を
手
附
に
達
し
、
支
配
の
者
に
も
伝
え
し
め
た
。
　
さ
て
、
第
二
次
海
、
軍
伝
習
の
一
隊
が
長
崎
に
入
港
す
る
前
、
長
　
　
　
第
二
章
、
．
長
崎
医
学
の
基
礎
ぼ
，
～
、
、
「
9
■
崎
奉
行
所
で
は
オ
ラ
ン
ダ
商
船
入
港
に
当
り
て
そ
の
取
締
の
役
人
を
定
め
た
。
即
ち
六
月
七
日
（
陽
暦
七
月
八
日
）
に
は
、
小
柴
喜
左
衛
門
を
和
蘭
陀
船
仕
役
中
出
役
掛
切
に
任
じ
、
更
に
六
月
十
a
（
陽
暦
七
月
十
一
日
）
、
奉
行
所
で
は
手
附
に
対
し
、
御
役
所
附
尾
上
藤
之
助
、
竹
内
唯
助
、
同
助
山
口
雄
蔵
、
竹
内
清
一
郎
を
出
島
仕
役
掛
勤
と
し
、
船
番
筆
頭
矢
野
熊
三
郎
、
御
司
定
役
杉
山
友
之
進
を
出
島
新
番
所
見
廻
掛
に
命
じ
て
、
各
、
取
締
第
一
に
心
得
ハ
入
念
に
勤
む
べ
き
旨
を
申
渡
し
た
。
こ
の
時
入
港
し
た
船
に
よ
り
一
，
て
ポ
ン
ペ
の
前
任
者
フ
ァ
ン
・
デ
ン
・
ブ
ル
ッ
ク
が
帰
国
す
る
こ
・
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
、
処
で
、
．
六
月
二
十
三
日
（
陽
暦
七
月
二
十
四
目
）
、
新
任
の
御
且
付
松
平
久
之
丞
胆
長
崎
に
着
き
、
木
村
図
書
と
事
務
引
継
を
行
劇
た
が
、
そ
れ
が
済
ん
で
、
木
村
図
書
は
伝
習
御
用
を
岡
部
駿
河
守
よ
り
引
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。
岡
部
駿
河
守
は
伝
習
御
用
の
事
務
引
継
が
終
つ
た
ら
二
十
九
日
（
陽
暦
七
月
三
十
日
）
に
長
崎
を
出
発
す
る
旨
を
奉
行
所
に
伝
え
た
。
こ
の
事
務
引
継
は
六
月
二
十
飛
畔
（
陽
暦
七
月
二
十
九
日
）
に
行
わ
れ
、
予
定
通
り
沸
．
二
十
九
扁
バ
陽
暦
七
月
三
十
日
）
に
は
岡
部
駿
河
守
は
引
越
し
を
済
ま
し
、
一33r、
　
　
　
　
第
二
節
　
第
二
次
海
軍
伝
習
と
岡
部
駿
河
守
三
十
日
（
陽
暦
七
月
三
十
一
日
）
に
は
木
村
図
書
が
西
役
所
に
移
っ
た
。
七
月
二
十
九
日
（
陽
暦
八
月
二
十
九
日
）
に
、
奉
行
所
は
洋
学
の
伝
習
だ
け
で
は
新
奇
を
好
む
ば
か
り
で
、
よ
か
ら
ぬ
結
果
に
終
る
恐
れ
も
あ
る
と
い
う
の
で
、
漢
学
を
充
分
に
修
業
す
べ
き
旨
を
手
附
に
達
し
、
支
配
の
者
に
も
伝
え
し
め
た
の
で
あ
る
。
　
（
「
蛸
骸
政
配
韓
航
朋
丈
書
料
事
務
簿
、
手
頭
留
、
荒
尾
石
見
守
・
在
塑
目
安
方
」
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
　
附
　
江
　
巳
七
月
廿
九
日
（
朱
）
　
洋
学
稽
古
之
儀
二
付
而
者
兼
々
相
達
置
候
趣
も
有
之
候
得
共
近
年
来
西
　
洋
学
を
も
御
取
開
キ
被
為
在
候
二
付
新
奇
を
好
候
人
情
み
此
懸
検
役
二
　
入
候
そ
の
儘
有
之
哉
二
相
聞
候
西
洋
学
相
学
候
と
も
漢
学
之
力
二
よ
り
　
不
申
候
而
者
十
分
之
修
業
行
届
不
申
候
間
学
問
修
業
之
儀
父
兄
ホ
よ
り
　
も
其
子
弟
共
江
厚
く
可
申
諭
尤
格
別
心
掛
宜
も
の
江
者
其
品
二
寄
尚
沙
　
汰
お
よ
ひ
候
次
第
も
可
有
之
候
　
右
之
趣
得
其
意
支
配
之
も
の
江
も
可
申
渡
候
　
　
　
巳
　
七
　
月
　
こ
の
七
月
（
陽
暦
八
月
）
中
に
は
出
島
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
医
師
フ
ァ
ン
・
デ
ン
．
ブ
ル
ッ
ク
は
辞
任
す
る
旨
を
パ
タ
ビ
ア
政
庁
に
通
達
し
て
い
た
。
そ
こ
で
バ
タ
ビ
ア
政
庁
は
そ
の
後
任
を
求
め
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
第
二
次
海
軍
伝
習
隊
の
一
行
は
こ
の
時
バ
タ
ビ
ア
に
寄
港
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
出
島
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
医
師
の
後
任
の
話
を
聞
い
た
隊
長
カ
ッ
テ
ン
ダ
イ
ヶ
は
派
遣
隊
教
官
中
の
医
師
ポ
ン
ペ
を
バ
タ
ビ
ア
政
庁
に
推
薦
し
、
そ
の
後
任
に
任
じ
、
且
つ
日
本
駐
在
理
化
学
調
査
官
に
兼
任
せ
し
め
た
。
更
に
長
崎
に
到
着
し
た
派
遣
隊
は
八
月
五
日
（
九
月
二
十
二
日
）
に
出
島
に
上
陸
し
た
が
、
そ
の
時
は
ま
だ
フ
ァ
ン
・
デ
ン
・
ブ
ル
ッ
ク
は
出
島
に
い
て
医
学
そ
の
他
の
伝
習
を
続
け
て
い
た
。
然
し
ポ
ン
ペ
の
到
着
以
後
は
ポ
ン
ペ
を
公
式
の
医
師
と
し
て
自
ら
は
診
療
を
し
な
か
っ
た
。
や
が
て
八
月
十
二
目
（
九
月
二
十
九
日
）
、
フ
ァ
ン
・
デ
ン
・
ブ
ル
ッ
ク
は
商
船
に
搭
乗
し
て
帰
国
す
る
こ
と
に
な
り
、
従
来
行
っ
て
い
た
医
学
そ
の
勉
の
伝
習
は
す
べ
て
辞
退
す
る
旨
を
長
崎
奉
行
所
に
伝
え
た
の
で
、
奉
行
所
は
手
附
に
こ
れ
を
達
し
、
支
配
の
者
に
も
伝
え
し
め
た
の
で
あ
る
。
こ
の
頃
以
後
、
第
二
次
海
軍
伝
習
隊
教
官
の
来
任
に
よ
る
伝
習
制
度
の
改
革
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
従
来
、
伝
習
の
際
に
行
っ
て
い
た
奉
行
所
役
人
の
立
合
、
検
使
を
廃
し
、
且
つ
又
、
長
崎
市
内
の
医
師
の
出
島
に
お
け
る
伝
習
の
際
の
門
札
制
度
も
簡
易
化
し
た
。
（
「
従
安
政
四
年
至
同
五
年
、
手
頭
留
、
荒
尾
石
見
守
二
在
勤
、
公
事
方
」
）
一34一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
調
　
役
　
江
　
午
九
月
七
日
（
朱
）
　
諸
家
々
来
伝
習
稽
古
之
節
立
合
検
使
向
後
相
止
候
間
可
得
其
意
候
乍
併
　
出
島
門
立
合
井
門
番
人
其
外
伝
習
懸
り
之
も
の
於
其
場
所
二
之
心
得
不
　
取
締
之
儀
無
之
様
可
致
候
尤
諸
家
々
来
井
当
地
医
師
ホ
出
島
江
伝
習
罷
　
出
候
も
の
ハ
同
所
門
入
之
節
其
時
々
手
札
取
置
月
末
二
至
り
御
用
所
江
　
可
差
出
候
　
右
之
趣
其
筋
々
江
可
申
渡
候
　
　
　
午
　
九
　
月
　
前
記
の
よ
う
に
カ
ッ
テ
ン
ダ
イ
ヶ
一
行
は
八
月
五
日
（
九
月
二
十
二
日
）
に
出
島
に
上
陸
し
、
や
が
て
ペ
ル
ス
．
ラ
イ
ヶ
ン
と
交
代
し
た
。
九
月
に
は
新
し
い
伝
習
生
二
十
五
人
も
長
崎
に
到
着
し
て
伝
習
に
参
加
し
た
が
、
肥
前
、
伊
勢
、
薩
摩
、
筑
前
な
ど
の
諸
藩
の
学
生
も
引
続
い
て
こ
の
伝
習
に
参
加
し
、
カ
ッ
テ
ン
ダ
イ
ケ
等
に
よ
っ
て
伝
習
が
続
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
学
生
の
数
は
第
一
次
海
軍
伝
習
の
時
よ
り
も
多
く
、
叉
、
絶
え
ず
補
充
さ
れ
た
。
当
時
の
海
軍
伝
習
の
一
週
間
の
時
間
表
に
よ
れ
ば
、
カ
ッ
テ
ン
ダ
イ
ヶ
は
綱
索
取
扱
三
時
間
、
演
習
三
時
間
、
規
程
三
時
間
、
地
文
学
三
時
間
、
一
等
尉
官
ト
・
ー
ニ
ン
6
8
」
窪
は
艦
砲
術
五
時
間
、
造
船
五
時
間
、
艦
砲
練
習
（
但
し
、
歩
兵
操
練
監
督
を
兼
ね
る
。
）
六
　
　
　
第
二
章
　
長
崎
医
学
の
基
礎
時
間
、
二
等
尉
官
ウ
ィ
ッ
ヘ
ル
ス
≦
一
9
①
あ
は
運
転
術
五
時
間
、
数
学
及
び
代
数
五
時
間
、
操
帆
術
（
但
し
、
測
定
器
．
海
図
観
測
及
び
時
球
監
督
を
兼
ね
る
。
）
九
時
間
、
主
計
官
ウ
ム
フ
・
ー
ベ
d
目
σ
q
一
。
σ
①
は
算
術
九
時
間
、
機
関
部
士
官
ハ
ル
デ
ス
頃
餌
巳
霧
は
蒸
気
機
関
学
理
論
（
但
し
飽
の
浦
工
場
の
建
設
及
び
蒸
気
機
関
の
監
督
を
兼
ね
る
。
）
六
時
間
と
な
っ
て
い
る
。
ポ
ン
ペ
の
医
学
教
育
は
後
に
示
す
が
、
年
少
通
詞
に
対
す
る
オ
ラ
ン
ダ
語
及
び
算
術
教
授
、
馬
術
、
歩
兵
操
練
、
艦
上
操
練
、
太
鼓
打
法
、
造
船
術
、
製
帆
操
帆
等
も
殆
ど
こ
れ
と
同
様
な
方
法
で
教
授
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
当
時
の
伝
習
生
は
理
論
的
授
業
及
び
実
習
部
門
に
お
け
る
種
々
の
鉄
陥
が
多
か
っ
た
。
然
し
努
力
に
よ
っ
て
そ
の
学
力
の
進
歩
は
予
想
外
に
大
き
か
っ
た
の
で
あ
る
。
　
威
臨
丸
に
よ
る
航
海
も
次
第
に
大
規
模
と
な
り
、
長
崎
港
内
外
の
み
な
ら
ず
、
壱
岐
、
対
馬
、
五
島
、
天
草
な
ど
の
各
地
方
や
、
博
多
、
下
関
を
経
て
鹿
児
島
に
至
る
九
州
一
周
も
、
翌
年
三
月
に
は
行
わ
れ
る
ほ
ど
に
な
っ
た
。
叉
、
同
年
五
月
（
一
八
五
八
年
六
月
）
に
は
伊
沢
謹
吾
は
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
新
し
く
購
入
し
た
帆
船
テ
レ
ジ
ア
目
①
お
ω
冨
（
後
の
鳳
翔
）
を
独
力
操
縦
、
薩
摩
の
南
端
一35一
　
　
　
　
第
二
節
　
第
二
次
灘
軍
伝
習
と
岡
部
駿
河
守
か
ら
、
荒
天
を
つ
い
て
南
海
水
域
を
横
断
、
江
戸
に
廻
航
し
た
。
．
　
造
船
実
習
そ
の
他
の
部
門
も
、
ハ
ル
デ
ス
の
製
鉄
所
及
び
造
船
所
建
設
が
飽
の
浦
に
実
現
し
、
ペ
ル
ス
・
ラ
イ
ケ
ン
時
代
に
長
崎
の
地
役
人
及
び
通
詞
た
ち
が
オ
ラ
ン
ダ
人
教
官
の
危
惧
を
顧
み
ず
、
鉄
、
銅
の
圧
延
工
場
を
設
立
し
て
い
た
が
、
安
政
四
年
秋
に
は
オ
ラ
ソ
ダ
本
国
に
発
註
し
て
い
た
蒸
気
機
関
そ
の
他
の
多
く
の
機
械
、
鉱
山
用
機
械
等
が
到
着
し
、
ハ
ル
デ
ス
の
指
導
に
よ
っ
で
前
記
の
工
事
も
完
成
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
第
二
次
海
軍
伝
習
は
安
政
五
年
夏
の
コ
レ
ラ
の
大
流
行
そ
の
他
の
障
碍
が
あ
り
、
八
月
に
は
将
軍
家
定
が
病
死
し
、
そ
の
長
期
に
亘
る
服
喪
は
伝
習
を
不
可
能
な
ら
し
め
、
家
定
残
後
の
将
軍
継
嗣
問
題
は
甚
し
い
紛
争
を
起
し
、
海
軍
伝
習
に
対
す
る
関
心
を
薄
く
し
て
了
っ
た
。
そ
し
て
学
生
た
ち
も
こ
の
政
争
に
注
意
を
奪
わ
れ
、
政
策
の
変
化
を
案
じ
て
、
甚
し
い
不
安
、
焦
燥
に
陥
り
、
伝
習
に
専
念
で
き
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
伊
沢
謹
吾
等
十
数
名
は
前
記
テ
レ
ジ
ア
号
を
江
戸
に
廻
航
し
、
勝
麟
太
郎
は
最
後
ま
で
残
留
し
た
も
■
の
の
、
日
米
条
約
締
結
の
た
め
の
海
外
遣
使
の
企
図
を
知
，
っ
て
、
そ
の
護
送
を
申
出
、
終
に
安
政
六
年
（
一
八
五
九
年
）
正
月
勿
々
、
オ
ラ
ン
ダ
よ
り
廻
航
さ
れ
た
新
造
艦
エ
ド
（
後
の
朝
陽
）
に
搭
乗
し
て
江
戸
に
去
っ
た
。
即
ち
正
月
五
日
（
陽
暦
二
月
七
日
）
に
は
岡
部
駿
河
守
と
木
村
図
書
は
宿
次
を
以
て
「
蒸
気
御
船
御
差
廻
二
付
当
湊
出
帆
仕
候
儀
串
上
候
書
」
を
幕
府
に
報
じ
た
。
伝
習
は
中
止
さ
れ
る
よ
う
な
情
勢
に
陥
っ
た
が
、
更
に
継
続
さ
れ
、
肥
前
そ
の
他
の
諸
藩
の
伝
習
生
は
瞑
お
そ
の
実
習
中
で
あ
っ
た
。
然
も
当
時
、
矢
田
堀
景
蔵
の
率
い
る
観
光
丸
は
修
理
の
た
め
長
崎
に
入
港
中
で
あ
っ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
伝
習
は
遂
に
打
切
ら
れ
る
こ
と
ど
な
ヶ
た
。
即
ち
、
．
エ
n
号
む
廻
航
し
た
正
月
「
遠
境
之
義
二
も
有
之
差
支
之
筋
有
之
哉
二
相
聞
候
二
付
」
と
い
う
理
由
で
、
長
崎
に
お
け
る
第
二
次
海
軍
伝
習
の
終
焉
は
決
定
し
て
い
て
、
三
月
八
日
（
陽
暦
四
月
十
日
）
に
は
、
荒
尾
石
見
守
及
び
岡
部
駿
河
守
は
町
便
を
以
て
「
伝
習
御
差
止
二
付
取
計
振
之
儀
奉
何
候
書
付
」
を
幕
府
に
報
じ
、
同
月
十
八
日
（
陽
暦
四
月
二
十
日
）
、
佐
藤
清
五
郎
を
経
て
同
丈
書
を
受
取
っ
た
幕
府
は
翌
年
七
月
二
十
六
日
（
一
八
六
〇
年
九
月
十
一
目
）
に
至
り
、
安
藤
対
馬
守
は
直
接
、
松
平
式
部
少
輔
に
返
書
を
下
附
し
、
長
崎
奉
行
に
対
し
て
二
通
の
覚
を
達
し
た
。
そ
の
一
通
は
製
鉄
所
御
取
計
方
の
件
で
、
機
関
方
の
者
が
残
留
し
て
取
一36一
扱
う
こ
と
は
御
目
付
が
立
合
の
上
御
用
を
取
扱
わ
せ
る
べ
ぎ
こ
と
、
観
光
丸
修
覆
の
た
め
、
オ
ラ
ン
ダ
人
等
を
留
め
置
く
件
に
つ
い
て
は
既
に
観
光
丸
修
覆
後
は
松
平
肥
前
守
（
鍋
島
直
正
）
に
預
け
る
手
筈
が
整
っ
て
い
る
こ
と
、
雇
教
師
の
オ
ラ
ン
ダ
人
た
ち
が
江
戸
参
府
す
る
こ
と
は
先
に
木
村
摂
津
守
に
達
し
た
通
り
に
取
計
う
べ
き
こ
と
が
述
べ
て
あ
り
、
他
の
一
通
は
「
於
其
地
蒸
気
運
用
其
外
諸
術
伝
習
之
儀
二
付
而
ハ
和
蘭
国
王
お
ゐ
て
も
厚
く
心
配
致
し
教
師
蘭
人
差
渡
実
意
二
教
導
致
し
成
業
二
も
至
候
二
付
国
王
江
為
御
謝
物
別
紙
目
録
之
通
被
遣
候
御
所
者
支
度
出
来
次
第
可
差
越
候
間
得
其
意
可
被
達
候
尤
右
之
儀
二
付
而
ハ
先
達
而
相
達
候
通
彼
国
府
江
書
翰
差
越
候
事
二
候
間
此
度
者
別
段
書
翰
者
不
差
遣
候
事
」
と
云
う
の
で
あ
つ
た
。
同
日
、
前
記
二
人
の
長
崎
奉
行
は
叉
、
「
伝
習
御
用
附
属
之
御
道
具
類
其
御
表
江
相
廻
候
儀
申
上
候
書
付
」
を
同
様
に
幕
府
に
進
達
し
た
が
、
こ
こ
に
長
崎
に
お
け
る
第
二
次
海
軍
伝
習
は
殆
ん
ど
完
全
な
消
滅
を
来
し
、
長
崎
で
は
こ
の
第
二
次
海
軍
伝
習
の
事
業
の
一
端
た
る
製
鉄
所
と
病
院
並
び
に
医
学
校
設
立
の
問
題
が
残
さ
れ
た
ま
ま
、
そ
の
実
現
に
尽
力
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
伝
習
中
止
は
経
済
的
、
国
際
的
、
政
治
的
制
約
に
よ
る
も
の
で
、
安
　
　
　
第
土
章
　
長
崎
医
学
の
基
礎
政
五
年
三
月
、
条
約
締
結
の
た
め
参
府
中
の
ド
ン
ケ
ル
・
ク
ル
チ
ウ
ス
は
、
勘
定
奉
行
永
井
尚
志
と
商
議
し
、
安
政
四
年
十
二
月
四
日
（
・
一
八
五
八
年
一
月
十
八
日
）
に
ハ
リ
ス
が
提
出
し
た
日
米
条
約
草
案
第
十
条
に
対
し
て
、
今
後
、
外
国
と
の
条
約
締
結
分
場
合
、
外
国
人
が
日
本
に
渡
来
し
で
差
麦
な
W
と
云
う
な
ら
ば
｛
必
ず
し
も
本
国
よ
り
召
寄
せ
る
に
も
及
ば
ず
、
ど
こ
の
国
よ
り
も
教
師
は
渡
来
し
て
も
よ
い
と
定
め
、
今
後
は
オ
ラ
ン
ダ
人
教
官
を
、
．
各
自
の
考
に
よ
っ
て
日
本
に
渡
来
し
、
平
等
に
諸
学
芸
を
教
授
す
惹
よ
う
斡
旋
し
て
も
差
支
な
い
旨
を
示
唆
し
た
の
で
、
長
崎
帰
着
後
、
ク
ル
チ
ウ
ス
は
関
係
者
と
相
談
の
上
、
派
遣
隊
員
の
士
官
及
び
下
士
官
若
干
名
を
日
本
の
勤
務
に
招
聴
す
べ
く
、
本
国
政
府
に
忠
告
し
た
。
叉
、
ジ
ャ
ワ
政
庁
も
、
も
し
志
願
者
が
あ
れ
ば
海
軍
大
臣
の
許
可
の
も
と
に
派
遣
隊
を
今
一
年
日
本
に
在
留
さ
せ
る
事
に
は
何
等
支
障
が
な
い
旨
を
指
示
し
た
。
そ
の
後
、
幕
府
は
出
費
多
端
の
折
柄
、
海
軍
操
練
所
を
長
崎
よ
り
江
戸
に
移
す
こ
と
を
実
現
し
、
伝
習
生
一
行
も
引
揚
げ
て
“
，
伝
習
が
終
っ
た
。
ポ
ン
ペ
と
パ
ル
デ
ス
等
、
数
名
を
残
し
て
、
一
安
政
五
年
九
月
二
十
九
目
（
一
八
五
八
年
十
一
月
四
日
）
、
i
カ
ッ
テ
ン
ダ
イ
ケ
以
下
の
第
二
次
海
軍
派
遣
一・37一
　
　
　
第
二
節
　
第
二
次
海
軍
伝
習
と
岡
部
駿
河
守
隊
員
は
オ
ラ
ン
ダ
商
船
パ
ス
テ
ィ
ロ
ン
頃
器
注
6
b
に
搭
乗
し
て
帰
国
し
た
。
岡
部
駿
河
守
長
常
は
十
月
十
七
日
（
陽
暦
十
一
月
二
十
二
日
）
、
町
便
を
以
て
「
当
港
滞
在
之
教
師
蘭
人
指
揮
役
井
其
外
之
者
共
帰
国
仕
候
儀
申
上
候
書
付
」
を
幕
府
に
提
出
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
オ
ラ
ン
ダ
の
外
交
的
顧
慮
か
ら
始
め
ら
れ
た
伝
習
は
や
が
て
外
交
的
顧
慮
の
た
め
に
終
結
し
た
。
こ
れ
は
国
際
的
地
位
が
次
第
に
衰
退
し
た
オ
ラ
ン
ダ
の
末
路
で
も
あ
る
が
、
わ
が
国
に
残
し
た
こ
の
伝
習
の
意
義
は
大
き
か
っ
た
。
こ
う
し
た
海
軍
伝
習
の
意
義
を
正
し
く
理
解
し
、
事
を
処
し
た
幕
府
関
係
者
中
、
最
も
大
き
な
援
助
を
与
え
た
の
は
伝
習
御
用
岡
部
駿
河
守
で
あ
っ
た
。
前
記
の
よ
う
に
安
政
四
年
六
月
二
十
八
日
（
一
八
五
七
年
八
月
十
七
目
）
、
伝
習
御
用
の
事
務
引
継
を
行
っ
て
任
を
離
れ
た
駿
河
守
は
帰
府
後
、
再
び
長
崎
奉
行
所
に
勤
め
る
こ
と
と
な
り
、
同
年
十
二
月
二
十
九
日
（
一
八
五
八
年
二
月
十
二
目
）
、
奉
行
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
丈
久
二
年
二
月
十
五
日
（
一
八
六
二
年
三
月
十
五
日
）
、
外
国
奉
行
と
な
っ
て
長
崎
奉
行
職
を
去
っ
た
が
、
こ
の
岡
部
駿
河
守
は
長
崎
在
勤
中
、
常
に
ポ
ソ
ペ
の
申
出
る
要
請
を
充
分
な
好
意
と
敬
意
を
以
て
処
理
し
た
。
ポ
ン
ペ
は
駿
河
守
に
つ
い
て
、
自
分
は
、
長
崎
奉
行
岡
部
駿
河
守
に
常
に
支
持
さ
れ
た
が
、
彼
は
真
の
良
識
の
お
る
人
で
、
日
本
の
発
展
と
繁
栄
に
な
る
こ
と
な
ら
ば
何
で
も
大
胆
に
行
っ
た
。
日
本
は
こ
の
奉
行
を
大
い
に
徳
と
す
べ
き
で
、
三
年
間
の
公
正
な
行
政
は
長
崎
に
と
っ
て
も
一
つ
の
良
果
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
多
く
の
旧
随
は
彼
が
打
破
し
た
と
絶
讃
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
駿
河
守
も
ポ
ソ
ペ
の
開
講
一
年
後
の
安
政
五
年
十
一
月
二
十
七
日
（
一
八
五
八
年
一
月
十
一
日
）
、
自
ら
家
臣
の
中
か
ら
医
師
を
選
ん
で
ポ
ン
ペ
に
従
学
せ
し
め
た
い
旨
を
幕
府
に
対
し
て
宿
次
を
以
て
内
状
の
報
告
を
行
っ
て
い
る
。
（
「
私
家
来
医
師
西
洋
医
術
伝
習
為
仕
度
儀
二
付
申
上
候
書
付
」
）
　
な
お
、
第
二
次
海
軍
伝
習
派
遣
隊
の
搭
乗
し
て
来
た
ヤ
パ
ン
号
は
一
八
五
六
年
、
オ
ラ
ン
ダ
の
カ
ン
デ
ル
ク
　
（
カ
ン
デ
ル
ダ
イ
ク
）
造
船
所
で
製
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
装
備
そ
の
他
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
蒸
汽
内
車
、
備
砲
十
二
門
、
百
馬
力
、
長
さ
二
十
七
間
半
、
幅
四
間
で
、
幕
府
が
オ
ラ
ン
ダ
に
発
註
し
て
い
た
も
の
で
、
安
政
四
年
八
月
五
日
（
一
八
五
七
年
九
月
二
十
二
日
）
、
長
崎
入
港
後
、
直
ち
に
長
崎
奉
行
荒
尾
石
見
守
は
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
立
合
の
も
と
に
十
万
ド
ル
で
受
取
り
、
威
臨
丸
と
改
称
し
た
。
一38一
万
延
元
年
一
月
十
三
日
（
一
八
六
〇
年
二
月
四
日
）
、
木
村
摂
津
守
が
艦
長
と
し
て
搭
乗
し
、
北
大
平
洋
を
無
寄
港
で
始
め
て
横
断
し
、
二
月
二
十
五
目
（
陽
暦
三
月
十
七
目
）
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
到
着
し
た
も
の
で
あ
る
。
一39一
第
二
章
　
長
崎
医
学
の
基
礎
